
オンライン 

 

保育講座 

 

お申し込み方法 

FAX メール SNS 

 
 

お問合せは（℡） 

0742-40-4051 へ 
 

インターネットにつなぎ、Zoomを 

使ってお受けいただくオンライン講座です 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育の学びを 4 月から始めようとご準備されていた方が多いと思い

ます。自粛体制の中、在宅で保育素材や保育のことを学ばれている

とお聞きしました。先生方のプロ意識に脱帽の４月、私もこの状況で

いつもの学びをご提供できないか、皆様と繋がることはできないかと考

えていました。いつもは対面で皆様とお会いし、貴重なお時間をご一

緒させてもらっていましたが、今、学びを止めない方法はやはりこの方

法しかないのではないかと思います。 

そこで、初の試みとなりますが、当研究所主催でオンライン保育講

座を開催いたします。4 月当初に多くのご依頼をいただく保育のお話

しをオンラインにてお届けいたします。 

オンラインが未知の世界で不安のある先生もいらっしゃると思いま

すがこちらもしっかりサポートしますので是非ご検討くださいませ。 

         NPO 法人国際臨床保育研究所  勝山 結夢 

全4回講座 
19：00～20：30 

◆1回（個人さま） 

4,500円 

◆１回（1施設さま） 

保育施設価格30,000円 

◆選択可能 
 

第1回 5/27（水） 

原点回帰  
～一人ひとりを大切にする保育～ 

 

第2回 6/10（水） 

子どもの自尊と（理論） 

自律を育てる保育環境① 
～保育を支える４つの柱～ 

 

第3回 6/24（水） 

子どもの自尊と（実践） 

自律を育てる保育環境② 
～発達支援につながる環境～ 

 

第4回 7/1（水） 

21世紀を生き抜く力 
～保育／教育のあり方を変える～ 

※詳細は２枚目をご覧ください 

 

 

 

保育施設の方へ（保育施設価格について） 
「在宅職員の研修としてオンラインを開講してほしい」と
いうお声を多くいただきました。そこで、オンライン特別
園内研修価格をご準備しました。１施設ごとにお申し込み
を承りますので是非研修としてお使いください。 
お申し込み受付後オンライン講座のご案内を施設ごとにお
渡しいたしますので施設内で共有をお願いいたします。 
おねがい：1 法人複数施設の場合は施設ごとにお申し込み
いただきますようご協力をお願いいたします。 



講座シラバス（内容） 選択可  19：00～20：30 

FAX でのお申し込みは0742-40-4049 へお願いいたします 

講 師：NPO 法人国際臨床保育研究所  勝山 結夢（かつやま ゆむ） 

ＮＰＯ法人国際臨床保育研究所（奈良県）所長 故辻井 正のもとでピラミーデやア 

クティブ・ラーニング（プロジェクト型幼児教育法）、乳児期の CARE(養護)と幼 

児期の教育が一体化された幼児教育理論やセラピー教具の必要性を学び、これらを 

基に保育や教育の現場研修、講座や講演を行う。 
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名：                            （第1回 第２回 第3回 第4回）                         

メールアドレス：                                                      

ご 住 所：                                 ℡                       

メールでのお申し込みは info@kiccc.or.jp へお願いいたします 

  

 

第 1回（5/27）   【原点回帰～一人ひとりを大切にする保育～】 

子どもは子どもである前に一人の人権を持った人間です。今までの保育／教育の当たり前の中にはこの人権侵害になってし

まうものも実際に多くみられます。かける言葉一つ例にあげてみてもたくさん存在します。生理的欲求のコントロールなどは一

斉に子どもを動かす保育の中ではよく見落とされがちな生きる権利の侵害ともいえます。“一人のひと”として子どもも大人も居

心地のいい保育のためにも、今、原点回帰し保育を考えます。4 月にご依頼の多い内容です。 

第2回（6/10）第3回（6/24） 【子どもの自尊と自律を育てる保育環境～理論と実践～】 

“主体性”や“自己選択”という言葉がようやく保育や教育の中に浸透しだしてきた気がします。自分のことを自分で決め生き

ていく力が、なぜ重要なのかを様々な視点でお話しします。また乳幼児期からこれらの力を育む関わり、保育とは何なのか、

昨今保育環境の見直しが日本でも話題です。これまでの、保育者がその日何をするのかを一方的に決め、決められたおもち

ゃで遊ばせるという従来の保育や教育のあり方ではなく、子ども自らが保育室で遊びや素材を自分で選ぶことができる保育

室が求められています。先進諸国の幼児教育者が年度初めに力を入れる重要なポイントの１つです。「見守る保育、見守

る遊びの保育」から、保育室、教室に大人が責任を持ち、この空間で子どもたちの何を育てるのかを明確に先生方の保育

室のデザインをします。 

第４回（7/1）  【21世紀を生き抜く力～保育/教育のあり方を変える】 

今ある価値観やモノ自体が存在しなくなる時代に必要となる力は「今は未だないものや価値観をダイナミック且つ柔軟に生み

だす力」です。従来の一斉に知識を与え、蓄積させていく教育ではこれらの力は培われません。子ども自らが実体験を通して

遊び、学び深めるアクティブ・ラーニング（体験型共同学習）が 21 世紀型教育として各国が力を入れています。人工知能

が人間に追いつくことが出来ない力を元に、これからの保育/教育に大切な雑談力や対話力を日々の保育の中で育む保育

の方法の理論と実践を学んでいただきます。 

◆お申し込み受付後、郵送もしくはメールで【郵便局振込み取扱票】または【金融機関情報】と【Zoom の使い 

方】を送ります。必ずご確認ください。 

◆当日までにインターネット環境とパソコン、タブレット、スマートフォンのいずれかのご準備をお願いします。 

◆受講者様のカメラは使いません（こちらの画面をご覧いただくスタイルです／やりとりなどもありません） 

希望の回に○をおつけください 


